
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

稚’技当するロには．レ印を記入してください．特定耶典行以外のりIgi蔀の力はし印の記入は不璽です．

２「醒甲年皮」とは計画j6MIuのMIJI錘を、「IＩ侭ｷﾞﾐｌｈ！」とは８１幽jIiImの凪勝81邑哩を．「紙店ｲI【皮」とはi11両jIMIIuのうち、今1,1祖併の対象となる['二皮をし､L､ます゜

３，ＩＦ案､f等排lu区分」とは京都府内のMF藁Br等のＩＦ難活動のためのエネルギーの便Ⅱlに伴い発生する幽効ﾙＷスを、「輸送JIf丙排111灰分」とは『l動)I鰹送躯蕊打については僕)l]の本拠の位1,を立揮胸内とする11[閂
のl作出するZl讃効果ガスを、ｑｋＸｉ巾冴S4fについては鰹J何十ろ貸翰IkiAi又は旅騨lIf間0,6#11Ｉする狙宝効果ガスを、「その他llMI区分」とは上lE以外の玖扣J$HAIにおけるﾘﾄﾞ乗所等のWF塗iWi動に伴い発生する祖窺効染ガス
巻いいます．

。「｣0[11t位当たりのiLL竃効ルヒガス排IU賦等」の「Ⅱl途滅分」には、００]后呂、１fmfJjiなどの)U途をih1人してください．「DOplL化の術擦」には、分子の「二験化Ａｌｌ粥換算」の下に分付となる撚榛（姓廊孜nt、延べ床而
餌．進行HiRf等）を記入して<ださOＬ

５「その他の地球価mUQ化対策による沮竃効果ガスの刷映1N[等」のうち「森休の保全』kぴ披旧」の「11標８１二皮（針両）」檀IこはIIID1ijmIlUiluの１１標の銘､Iを、「相悔41A度（突敏）」掴には爽繊のHLHfをiiuLしてください．

６Ｊ橦迩麺にはR｣“2`l:皮（１９９０年度)を鵬姻とした排llIntの対比や､箭ｴﾈ里出川苑など値栃の111蟻効果ｶﾞｽ排IlInl粋の戊飲.グリーン凋酸の擁ju､特進フロンなどの条辮定外の181竃効果ｶﾞｽのImI城
などを麗人してください

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都市下京区烏丸七条上ル常葉町真宗大谷派宗務所内

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

学校法人真宗大谷学園理事長安原晃

事業者の主たる

業種 学校

該当する事業者
要件 原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

ｌ－ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成20年４月～平成23年３月

基本方針
空気調和にかかる砿気･ガスの使用量が過半を占めている。よって、高効率の設備に変更、運転状況の効率化を図る。ヨiiHWi員･学生･生徒の省エネ意識を高
める。新学科設立に伴ってｴﾈﾙｷﾞｰ便用量が増加する。（〈21〉大谷大学における教育・心理学科の開設及びそれに伴う施設の整備により、使用エネルギーの
増加が予想されるが、省エネルギーの推進を図った゜）

推進体制
大学、中･高等学校、幼稚園の各現場ごと、責任者･学長･校長･園長のもと長期的な計画の元エネルギーの消費量削減を計る.（〈21）
に、各現場の責任者である学長・校長・園長のもと教職員へ地球温暖化防止の意義と省エネルギー意繊昂揚を行った。）

各学校の現場ごと

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体

的な取組及び措
極の状況

年度

平成２０～理ｲ12血

平成20～理年度

平醸21～型GI呂幽

設備、対象、工程等

教室空調設備

照明･コンセント

自然エネルギー設備

措極内容

高効率の空調機への更改（〈21）計画的に商効率の機器へ取替え、電気・ガス便用量の削減につなげようとした。）

洛弼層ごとの艶ｍｆｍｊｍを把捉し、竹エネな敵を応ぬる。（《21）」圃酬政備についてIさ、耐効率の器処への取杵えを計闘的に行い、魅気性凪皿の段陪的な１W鉱を興ろうとした。）

太陽光発電設備の導入を検討、実施を計画（〈21〉太陽光発愈の導入について、検討にji;f手した。）
ifl室効果
排出量等

ガスの

排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実綴に対する自己評価

選準年度（夷頚）

（１９）年度
(二肢化』il祭換算）

目標年度（計画）

（２２）年度
〔二酸化脚調換算）

増減率
(計画）

報告年度（実綱）

(21）年度
(二股化騨鋼換算）

増減率
(実績）

3,087.0ｔ 3,444.0ｔ 116船 2,996.0ｔ －２．９％ 

ｔ ｔ 船 ｔ 弘

ｔ ｔ 船 ｔ 弘

3,087.0ｔ ＊1 趣ユ3,444.0ｔ 116船 ＊４ 2,996.0ｔ －２．９船

温室効果ガスの排出趣が基傘年度に比ぺて約3％減少させることができた。今後もより削減を囲れるよう省エネルギーに努めたい。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

大谷大学
二酸化炭素換算

延べ床面積〈千㎡）

火呑010,斑等学校
二酸化炭素換算

延べ床面積(千㎡）

大谷幼稚園
二酸化炭素換算
延べ床面積〈千㎡）

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実繊）

46.OOOt-CO2/千㎡ 52.000ｔ-CO2/千㎡ 13.0％ 41.954ｔ-CO2/千㎡ -8.8船

17.OOOt-CO2/千㎡ 17.000ｔ-CO2/千㎡ 0.0船 33.O99t-CO2/千㎡ 9４．７船

24.OOOt-CO2/千㎡ 24.OOOt-CO2/千㎡ 0.0船 34.066t-CD2/千㎡ ４１．９％ 

大学では、新学科を開設したが、原単位あたりの温室効果ガス排出量等を基準年度よりも減少させることができた。中・高
等学校および大谷幼稚園では、増加している。今後も温室効果ガスの削減に取り組みたい。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用したf匝力
又は熱の供給

グリーン磁力の鰄入

家庭における温室効果ガス排出
且の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取刑llNt等 (二鹸化輿調換算）

(駐個而穣） hａ (吸収11t） ｔ 

(利julk〕 Iｎｎ (､Ｉ嬢1M[） ｔ 

(変ｎm） kwｈ (H1城ＩＨＯ ｔ 

(IMWtl間、。 GＪ (､Ｉ城nt） ｔ 

(､『入lit） kwｈ (､Ｉ按ht） ｔ 

職人蛾〕 ｔ (､Ｉ鱗１１t） ｔ 

の８ｔ

報告年圏 (実繊）
取HlHt等 (二陵化Ht婚換算）

(蛇備､i積〕 hａ (吸収団 ｔ 

(利)UIit） Inp (ｎｌ械価） ｔ 

(犯晒nt） kwｈ (nIhA吐） ｔ 

(熱供鉛皿 GＪ (､Ｉ城nt） ｔ 

(購入fit） kwｈ (､Ｉ波Et） ｔ 

(瞭入Iik） ｔ (､ＩＤと趾〕 ｔ 

中日ｔ

差引排出丑

(排111合MI-nIbR等合計）

基準年度（実紙）

＊Ⅱ3,087.0ｔ 

目標年度（計画）

〔②-(０３）3,444.0ｔ

墹滅率（計画）

1】.６％

報告年度（実繊）

IDO､一陣）2,996.0ｔ

増減率（実紋）

-2.9％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

大学、中･高等学校、幼稚園の各敷地にできるだけ多く植物を植栽して、二酸化炭素の吸収を行い、ヒートアイランド現象にも歯止めが掛けられるように
努力している。また、大学では、環塊省等が参加を呼びかけている「七夕ライトダウン」の趣旨に賛同して、建物や掲示板の一部の照明を消灯を行った。

特記事項

本学園では、大学において平成21年度に教育・心理学科のＭ１殻、また大学、中・高等学校、幼稚園において教育、研究の充実化を図る設備の整備にとも
なって、エネルギー便用量の増加が予想されるが、省エネルギーの推進も進めていきたい。


